
H29.11.15 原子力安全対策課

「原子力防災のしおり」の見直し（検討状況）

１ 「原子力防災のしおり」について
・ 原子力災害の特殊性や災害発生時にとるべき行動と留意点及び県地域

防災計画の内容等について，住民等向けに分かりやすくまとめたパンフ

レット（平成26年３月策定）

２ 専門委員会からの意見
・ 突発事故が起きてから情報が出されても，住民はすぐには理解できな

い。平時にどの程度の情報を伝えているかが重要。

・ 原災法第10条（施設敷地緊急事態），15条（全面緊急事態）に関する

通報に係る事象（炉心損傷，炉心溶融，メルトダウンなど）の言葉によ

って事故の印象が変わる。用語の定義を技術的に明確にすることが住民

避難の観点から大事。

※「防災訓練住民アンケート」から

・ いつ，どのように防護措置を行うのか知らない住民が約４割（H28）

・ 避難方法等の周知・啓発が必要（H27）

・ 家の中での対応（屋内退避）をもう少し知りたい（H27）

３ 見直しの考え方

構成の見直し

○ 屋内退避や避難の必要性，手順等について正しい理解が必要。

○ 最初に原子力災害の特殊性や災害時の心構えなどについて説明，

続けて，災害発生時において，ＰＡＺ及びＵＰＺごとの住民のとるべ

き行動や手順などを説明し，避難する方の目線で構成を見直す。

表現の工夫

○ できるだけわかりやすい表現とし，イラストを有効活用するなど見

やすさも意識した内容とする。（例，避難準備や流れなど１頁に集約

して一目でわかるように工夫）

項目の追加

○ 原子力災害における心構え

○ 住民への情報伝達手段

○ 避難退域時検査の方法

○ 複合災害時の対応

○ 住民チェックリスト（集合場所，持ち出し品など） など
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「原子力防災のしおり」構成 新旧対比表

※ 表中「見直し（案）」の網掛け部分は新たに追加する項目

現 行 見直し（案）

１ 県地域防災計画原子力災害対策編の概要 １ 原子力災害とは

 原子力災害対策を重点的に実施すべき区  原子力災害の特殊性

域 ・ 放射線と放射能

 被ばくを避けるためにとる行動 ・ 内部被ばくと外部被ばく

 避難等の実施  日常生活中の放射線

 災害時要援護者の避難  原子力災害における心構え

 緊急被ばく医療体制  原発からの距離を知りましょう

 行政機能移転

 緊急時モニタリング ２ 原子力災害が発生したら

 防護資機材  住民への情報伝達手段

 原子力災害が発生したときに出される指示

２ 原子力災害対策を重点的に実施すべき地域

・ 関係市町の地区名と30km圏内地図表示 ３ 原子力災害発生時の指示が出されたら

 ＰＡＺ（５km圏内）にお住まいの方の対応

３ 安定ヨウ素剤とは ・ 避難指示が出されたら

４ 緊急被ばく医療体制 ・ 避難方法について

５ 環境放射線モニタリング  ＵＰＺ（５～30km圏内）にお住まいの方の

６ 原子力災害の特殊性 対応

７ 災害が発生したら ・ 屋内退避の指示が出されたら

８ 屋内退避の指示が出されたら ・ 一時移転・避難の指示が出されたら

９ 避難・一時移転の指示が出されたら ・ 避難方法について

10 救護所・避難所では ・ 避難退域時検査の方法（原子力災害時の

11 放射線，放射能，放射性物質の違い 医療体制を含む）

12 放射線の影響 ・ 避難所での対応

13 防災関係機関連絡先

４ 複合災害時の対応

 暴風雨や台風時における対応

・ ＰＡＺ内における対応

・ ＵＰＺ内における対応

 地震における対応（ＵＰＺ）

５ 参考

・ 安定ヨウ素剤とは

・ 環境放射線モニタリング

・ 防災関係機関連絡先

・ 住民チェックリスト（集合場所，持ち出し

品など）

案
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原子力災害における心構え

住民への情報伝達手段

イメージ
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災害発生時に出される指示

原発からの距離を知りましょう

イメージ
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屋内退避

内閣府「原子力災害に備えて（屋内退避に係る広報チラシ）」

イメージ

5



避難方法

避難退域時検査の方法

※ 原子力災害時の医療体制を含めて掲載予定

イメージ
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住民チェックリスト

イメージ
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